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	応用
	抗原情報
	背景
	エストロゲン関連受容体アルファ（ERRα/NR3B1）は、脂肪酸酸化、グルコース代謝、ミトコンドリア生合成に関与する遺伝子の転写を制御するオーファン核内受容体です。受容体タンパク質には、非保存アミノ末端ドメイン（NTD）、中央のジンクフィンガーDNA結合ドメイン、リガンド結合ドメインが含まれています。ERRαのカルボキシ末端AF2ヘリックスモチーフには、核内受容体コアクチベーターPGC-1αおよびPGC-1βの結合部位が含まれています。研究では、ERRαの転写活性はNTD内のリン酸化およびSUMO化によって制御されることが実証されています。単一のコンセンサスハーフサイト5'-TNAAGGTCA-3'を含むERR-α応答エレメント（ERRE）に結合します。中鎖アシルコエンザイムA脱水素酵素（MCAD）応答エレメントNRRE-1に結合でき、MCADプロモーターの重要な調節因子として機能する可能性があります。ラクトフェリン遺伝子プロモーターのC1領域に結合する。完全な活性発現には二量体形成とコアクチベーターPGC-1Aを必要とする。ERRα/PGC1α複合体はエネルギー代謝の調節因子である。骨格筋においてPERM1の発現を誘導する。
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	HeLa 細胞溶解物中の ERR アルファ発現のウェスタン ブロット分析。

